






要約:小児期の徐脈性不整脈 24 例(開心術後 5例を含む)にペースメーカー(PM)植え込み治

療をした。半数(12 例)はアダムス・ストークス発作(A-S 発作),あるいは心不全が植え込み

理由であった。交換を含め計 31 個のジェネレーター(GN)を植え込んだ。ほとんど心筋電極

を使用し治療成績は概ね良好であった。最近ばDDDや VDD,心拍応答型などの「生理的 PM」

を使用しているが,小児の循環動態に合致しない点や電池寿命など未解決な問題点もあり,

今後より小児こ適した PM の開発が望まれる。 


